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要旨
本稿では、副詞「どんどん」の意味をく展開の勢い＞及びく成立の多回性＞に二大別
し、それぞれの実現する構文的条件に触れながら、表現されるく勢い＞の諸側面につい
て考察した。＜展開の勢い＞の用法における「どんどん」は、い・な形容詞述語と共起
した場合、状態変化の程度・度合いの拡大を、変化動詞述語と共起した場合、程度・量・
距離などの拡大を、動作動詞述語と共起した場合、動作の反復量の拡大、または方向性
を持った進行をく勢い＞として描写する。更に、速度、頻度、時間量などもく勢い＞の
要素として表現される。「どんどん」の表す度合い・程度・量・距離などの変化は時間
軸に沿ったものであるので、方向性を持った拡大であると考えることが出来る。
一方、「どんどん」は、一人称主体の意志・願望を表す文、二.三人称主体に対する
提案・要求を表す文に現れた際に、述語の出来事を何度でも積極的に行うことを描写す
るく成立の多回性＞を表す。複数主語、または複数対象を有した文や述語動詞の語彙的
意味において反復される出来事を表す文に共起した場合も同様にく成立の多回`性＞を
表現することができる。
「どんどん」は後者の意味においてミクロな個別の出来事の内的時間に触れることは
ない。しかしながら、動詞述語文に共起し、前者の意味を表す場合、出来事の内部局面
構造におけるく展開性＞の最も高い展開の中間局面を捉え、開始し、終了限界に向かっ
て展開中の出来事のく勢い＞を表現する。
キーワード：「どんどん｣、展開、勢い、量、程度、速度、多回`性
Ｉ．はじめに
出来事の展開の勢いを描写する副詞に「どんどん」「次々と」「ますます」副詞に｜どんどん」Ｉ次々と」｜ますます」などがある。中でも
「どんどん」は使用範囲が広く、次のように三人称主体に対して行為を促す動作動詞述語文（例
l）や単一事態の変化を描写する変化動詞述語文（例２）と共起し、その展開の仕方を描写するこ
とができる1．前者においては未開始の出来事を限定しているが、一方後者においては開始し、展
開中の出来事を限定している。
筆者：金沢大学留学生センター准教授 受理：平成１９年９月２８日
－５３－
(1)「さ、どんどん食べて」
と晃一の前に出すが、晃一、黙って突き返す。（中学）
(2)左中間への二塁打のように見えたが、.どんどん伸びた。風に乗って、スタンドの最前列
に届いた。 （読売2007.5.18）
では、「どんどん」はどのような出来事と共起し、その展開のいかなる側面を規定するのだろう
か。本稿では、「どんどん」の表す「勢い」の意味を明らかにしつつ、出来事の時間的展開の勢い
を構成する諸要素について考察する。更に、述語の語彙的意味範囑を考慮に入れながら、終了限
界に向かっていく出来事のく展開`性＞について検討する。
Ⅱ「どんどん」の意味
個別の出来事の展開を－つの過程として捉えて描写するのか、それとも複数出来事の展開を包
括的に描写するのかということを基準にすると、「どんどん」の意味を１）展開の勢い、２）成立
の多回`性の二つに大別できる。以下において、それぞれについて具体的に論じる。
Ⅱ１．展開の勢い
「どんどん」は出来事を－つの過程として捉えながら、その展開の勢いを表すことができる。
述語動詞の語彙的意味範囑は変化であっても（例３)、動作であっても（例４）良い。無論、静的
状態を表し、展開,性を有さない「いる」「ある」などの状態動詞とは原則的に共起しないが２，（い
／な）形容詞との共起においては、「～<／になる」などの形式を取り、状態変化の進行の勢いを
表現する（例５)。なお、変化動詞の場合、瞬間的に終了限界に到達してしまう過程性を持たない
「死ぬ」「消える｣などとはこの用法では共起しないが、「どんどん死んでいった」「どんどん消え
ていった」のように「～ていく」を伴わせれば、後述する成立の多回性を表す用法において共起
制限が解除される。
（３）しかし、内藤は振り向きもせず、どんどん遠ざかっていった。（夏）
(4)「では、家まで送るよ」
「いや、ひとりで帰る」
理一は'こくもない返事をした。そして彼はどんどん歩いた。できるだけ父と息子のそ
ばから遠くはなれたい……。 （冬）
(5)３か月間、濃密な毎日を過ごしたことで、演技もどんどんうまくなった。
（読売2007.4.20）
この用法において出来事（上記の例では移動変化、動作、または状態変化）が勢いを増しなが
ら進行することが表現される。
「どんどん」は反復の形をした擬態語であり、物事がテンポよく、順調に進むことを表す「と
んとん」と語源的に繋がっていると推察できる。無声音の「と」を取る「とんとん」と比較すれ
ば、有声音の「ど」を取る「どんどん」は、勢いが更に激しく増していく様子を表現する。
では、「どんどん」を含む文のどのような要素からく勢いが増す＞と判断できるのだろうか。上
記の例において見られる、距離の拡大や動作の反復量や上達度合いなどにその手掛かりが示唆で
きる。
－５４－
(1)程度・度合いの拡大
「どんどん」は「～<／になる」の形を取った形容詞述語と共起し、形容詞述語が表す状態変
化の度合いが拡大していくことを表現する。進展と共にその度合いが益々増していくことが表現
されるが、そのことが展開過程を表す補助動詞「～ていく」や結果を量的に表現する「～ている」
などの共起によって更に強調される。
（６）大震災の翌日、愛知県から出動要請があり、救助工作車で被災地に向かいました。現地
へ向かう途中、大阪市付近でもピルの窓ガラスが割れて散乱していたのを見かけました
が、量三からiFl1戸に入るまで_の間、家屋の倒壊など、周囲の状況がどんどんひどくなっ
ていく、その被害のすさまじさに目を疑ったのを覚えています。（読売2007.3.9）
（７）ハンドメイドものやクラフトものの人気も相変わらず続いているし、暮らしの中にやさ
しさを求める気持ちもどんどん強くなっている。（読売2007.2.28）
「どんどん」は「上がる」「下がる」などの変化動詞を述語とする文に共起し、上昇・下降の度
合いが展開と共に増していくことを表現する。
（８）気象条件や揺れる可能性のあるポイントなどを周知する「24000…30000,34000｣。高度
計の数字がどんどん上がっていく。（読売2007.4.2）
(9)それで価格が_どんどん下がっていくということで、農家経営上もあんまりいいことでは
ないのではないかということを考えている次第でございます。
（食糧・農業・農材政策審議会平成１３年８月３日食糧庁）
語彙的意味において進行そのものを表現する動詞｢進む｣や類似した意味を表現可能な｢動く」、
現在の方向から、新たな方向へ向かって進行することを表す「転じる」などを述語とする文に共
起した場合、「どんどん｣は出来事そのものが度合いを拡大しながら進行していく様子を描写する。
（10）「柿渋を塗るような地味な仕事は、はかどらないのですね。外の工事はどんどん進むの
ですが、柿渋の作業は進まないから、塗ったところとそうでないところで木材の色が違
うのです」（読売2007.6.15）
(11）「時代はどんどん動いています。こんなところで眠っているのは無意味です」（花）
(12）「本当に豊志賀が好きだったのに、－つ歯車が狂ったことで理想とは逆のほうへどんど
ん転じていく。」 （読売2007.7.21）
(2)量的拡大・減少
「どんどん」は「増える」「減る」「広がる」などの量的変化を表現する動詞述語と共起し、量
の増加、減少、拡大、縮小などの変化が勢いを増しながら展開されていく様子を表現する。その
量的変化は計量可能なものであっても、そうでなくても良い。先ず、数量に触れない一般的な述
べ方の例から見ていく。次の例はそれぞれ、量的拡大、減少、広がり、縮小を表すものである。
（13）ぼくは自然と新宿に行く回数が少なくなった。そのくせ、酒の量がどんどんふえていつ
たのだから皮肉である。 （アップル）
(14)文明が進むにつれて、体を動かす機会はどんどん減っていきますから、普通の人はあま
り動かない状態でステーキばかり食べていると、病気になる確率が高くなってしまうと
いうわけです。 （読売2007.4.11）
(15）女友達に見てもらうことで、そこからブランドの話になったり、ファッションアイテム
の話になったりと、会話もどんどん広がっていく。（読売2007.2.8）
－５５－
差はどんどん縮まって(１６）国立大には私立大より学費が安いという優位`性がありましたが、
います。（読売2007.3.20）
「どんどん」は「増える」のように量的変化を直接的に表現する動詞とのみならず、同様な量
的変化の要素を語彙的意味に含んでいる「太る」「痩せる」などとも共起し、その変化の勢いを表
現することができる｡これらの動詞の表す変化の成立のためには通常長い時間量が必要であるが、
「どんどん」の共起により、その変化が勢いづいたものとして表現される。
（17）「むかしのあなたは、太陽を食べてどんどんふとる原生動物のようでした｡」（少女）
（18）「私が知っていた十軒店の人形屋の内儀などは、あそこから出血があるのに診察が辛い
ばかりに近所の漢方医にかかっているうちにどんどん痩せちまって、ようやく決心して
診ていただいた時には手遅れで、－月もせずに死んでしまいました」 （花）
「どんどん」が描写する量的拡大・減少は上述した数量的変化に止まるものではなく、数や種
類、または距離などとしても表現される。そのことが文中明示的に示される場合もあれば、含意
される場合もある。例１９では、数の増大が「死者数が増えていく」という形で文中明示されてい
るが、一方例２０では暗示的に示されている。また、例２１のように増加の対象は種類であっても
良い。
（19)北原には、何も変わっていないように見えるが、広報紙に書かれた戦死者数はどんどん
増えていく。（読売20072.9）
(20）県内では現在、１３種類の淡水魚が絶滅する恐れがある。かつては子どもたちの遊び場
で、多くみられたが、宅地開発などでどんどん姿を消していった。（読売2007.2.14）
（21)最近はノートパソコンやDVDプレーヤーなど、ワンセグを楽しめる機器がどんどん増え
ている。（読売2007.3.22）
移動を表す変化動詞「近づく」「離れる」「遠ざかる」などと共起した場合、ある基準点への、
あるいはある基準点からの移動変化が勢いを増しながら進んでいることが表現される。この場合、
距離の縮小または拡大が変化として表現される。
（22)何かが起りそうな予感がすると同時に、あたりが急に暗くなって、空の、そう、まさに
天の一角からといっていいと思いますが、異様に輝く渦巻き状のものがどんどんこちら
へ近づいてきたのです。 （恋人）
(23）「私はクラスのみんなからどんどん離れていく。自分がどうしたらよいのか分からない。
考えすぎると自分に疲れる。どうにかしてよ」と訴える。（読売2007.5.21）
「どんどん」は増していく勢いを表現するので、上述したような方向性を持った拡大していく
移動変化を捉える進行過程を共起条件として求める。従って、変化の進行過程そのものに焦点を
当てずにその開始（ある場所を離れ、そこに存在しなくなること)、または到達（ある場所に到着
し、そこに存在していること）を表現する「行く」との共起は許容度が低いが、「先へ」などの方
向性を示す補語を伴わせることや条件形にすることで共起が可能になる3.条件形との共起におい
て、表現の焦点が開始・到達の側面から、進行過程に移るからであると考えられる。
（24）そいで、似たような銀河がまたいっぱい集まって大宇宙をつくってるそうだけど、どん
どんどんどんその先へ行くと、どうなってるんですか？」 （中学）
(25)別の宇宙が無数にあってＬどんどん行ったらどこが果てなんだろ、その果てのもっと先
｜まどうなってんだる･（中学）
一方、方向性を持った変化過程を描く「上る」「下る」とは容易に共起し、その移動変化の距離
－５６－
の拡大を表現する。
（26）頼圀は常連らしく勝手知った階段をどんどん上っていく。（花）
（27)大人たちは霧にぬれた傾斜の急な道をどんどんくだり、少年はおびえと霧の寒さに身ぶ
るいをつづけながら小走りについて行った。 （死者）
更に、「どんどん」は動作動詞「歩く」、「走る」などと共起し、出来事の反復量、つまり運動
量の拡大を表すことができる。なお、「歩く」「走る」などの場合、上記の例４（再掲）のように
「現在いる場所から離れる｣、または「ある目的に向かっている」などの文脈的な助けを得て、方
向‘性を持った距離の拡大を表すことができる。
（４）「では、家まで送るよ」
「いや、ひとりで帰る」
理一は｛こくもない返事をした。そして彼はどんどん歩いた。できるだけ父と息子のそ
ばから遠くはなれたい……。 （冬）
(28）「尾島産業はなかなか大変なようじやないか。ちょっと寄れよ、構わんだろう」
そう言って、返事も聞かずにどんどん歩いて行ってしまう。（女社長）
(29）知らない道をどんどん走った。 知らない街をいくつも通りぬけた。
(ニッサン童話と絵本のグランプリー）
以上見てきたように、量的変化を表現する場合、その変化に必ず方向性がある。すなわち、増
加または減少は時間軸に沿って拡大していくものである。話し手は時間軸に沿った出来事の変化
の各段階を比較することによって変化の進行を確認し、その拡大具合に対して「どんどん」を用
いる。自分の中にある変化の推移に対する何らかの基準､つまり常識的な判断､経験による判断、
あるいは予想などと照らし合わせて、変化の拡大が激しく進んでいることを話し手が「どんどん」
を用いて表現する。
(3)速度
「どんどん」により、勢いとして描写されるのは展開の速度である場合もある。そもそも速度
は勢いと深く関わっている要素であり、程度・量的な拡大の中にも速度の要素を感じ取ることが
可能である。速度は例３Oのように単独のものとして表現されることも可能であるが、例３１，３２
のように度合い拡大や量的拡大と結合した形で表現されることが多い。
（30）車輪はどfVどん回転を速めており、誰にもそれを停めることはできんのです。
（世界）
現在の私たちは、変化の激しい社会に日々生きています。経済的状況も、生活状況も、
それを取り巻く環境も、どんどん変化していきます。（読売2007.6.29）
(31）
(32） この起工式の後、基礎作りに時間をかけていたためか、なかなかできあがっていかない
のもいらだちましたし、建ち出すと早いもので、あれよあれよという間にできあがって
いったのはいいのですが、そのヱピードで建設費はどんどんふくらんでゆくし。
(読売2007.7.30）
(4)頻度
「どんどん」により描写可能な展開のもう一つの側面として頻度を挙げることができる。次の
5７－
例の場合、頻度の減少が「どんどん」の描写対象となっている。
（33)調査会社ブームプランニングが今年５月に実施したアンケートによれば、女子高生の携
帯電話の主な用途は、友達のリアルタイム日記やブログを見ること。逆に通話やメール
の頻度は、どんどん少なくなっている。（読売2007.7.12）
(5)時間の経過
速度と同様にく勢い＞の根底にあるもう一つの要素として時間の経過が挙げられる。出来事の
展開にどれだけの時間量が必要なのかということは、述語の語彙的意味や文脈的要因によって左
右されることであり、「どんどん｣によって決定されることではない。しかし、「どんどん」によっ
て出来事展開の勢いが描写されるので、出来事の進展と共に時間感覚も狭まっていくように感じ
取れる。そのことが次の例の後続する文に「みるみる」が現れていることからも伺える。
（34）がんセンターにいたころは、比較的元気だった父ですが、このころから、体力がどんど
ん落ちていきました。７０キロはあった体重も、みるみる５０キロ台まで減ってしまいま
した。（読売2007.5.24）
更に、「どんどん」は､描写する出来事の開始への転じ方が速やかである事を表す表現と共起す
る。上記の例２８でも「返事も聞かずに」という表現によって同様な意味が表現されている。
（35）－大丈夫です、と言ったなり、桟橋をどんどん歩いて行く。（草）
一方､時間の経過の仕方を表す文に共起した場合、「どんどん」は次のようにその進行の速度の
上昇及び減少を表現することができる。
（36）時間はどんどん過ぎていった。（孤高）
（37）時間の流れ方はどんどん遅くなっていった。（世界）
以上見てきたように、個別出来事の展開の勢いを表す用法においては、程度・度合いの拡大、
量的拡大・減少及び速度、頻度、時間量の変化が出来事展開のく勢い＞として表現されるのであ
る。
Ⅱ２．成立の多回性
仁田(2002)では、動き様態の副詞の－種として「動きの勢い・強さを表すもの」を認め、その
下位カテゴリーとして｢動きのエネルギーの総量としての回数’性｣を表すものを位置付けながら、
「どんどん」をその例として挙げている。本稿のく成立の多回`性＞を表す用法は、仁田(2002)の
この用法に相当するものである。しかし、仁田において「どんどん」は例として挙げられている
のに止まっているので、本稿ではこの用法のく多回`性＞が実現する条件について見ていきたい。
この用法において「どんどん」は、成立条件が満たされれば、述語の出来事が精力的に何度で
も、成立していく様子を描く。従って、この用法におけるく勢い＞とは同類の出来事が複数回次々
と成立していく様子である。具体的な成立回数については触れないが、その回数の多さが勢いと
して表現される。
この用法は、同一主語によって出来事が複数回成立することを表す場合及び複数主語、または
複数対象に対し、同類の出来事が多回的に成立するということを表す場合とに分けることが出来
る。いずれの場合も、出来事の成立回数は複数回であるが、前者においては成立回数そのものの
多回性が表現され、一方、後者においては対象または主語の複数`性が強調される。
5８－
(1)同一主語による同類の出来事の多回的な成立
この用法においては、一人称主体が基準時以降に述語の出来事を積極的に何度でも実現させた
いという自らの意志・願望を表明する場合や、二.三人称に対して、述語の意志的行為を何度で
も、積極的に実現するよう要求・提案する依頼・勧誘・願望表現を伴った場合などが見られる。
後者においても、未実現の基準時以降の出来事が対象となる。
①一人称主体の意志・願望表現
述語の意志性の動詞が表す出来事を機会ある毎に、積極的に行っていきたいという一人称主体
の意志を表明する文に例38，３９のように「どんどん」が共起することができる。その場合、＜勢
いよく＞という元々の「どんどん」の意味を通して、積極性として表現される主体の意志が補強
されると考えられる。願望の「～たい」形式を取った述語と共起する場合、例３９のように意思・
決意の表明である場合が多いが､例４Oのように願望の実現をもたらすための行為を積極的に行っ
ていく意志を表すことも可能である。
（38）いい選手は国籍を問わず、どんどん受け入れていくつもりだよ。（読売2007.6.12）
(39）私の歌を直接届けられる場として、アルバムのタイミングに合わせてなどという型にと
らわれず、どんどんライブをこなしていきたい。 （読売2007.6.28）
(40）「チームを引っ張る存在になりたい。どんどんアピールして、一軍で使ってもらえるよ
うになりたい」 (読売2007210）
②二.三人称主体に対する提案・要求
述語動詞の意志的行為を二．三人称主体に対して提案する、または要求する文にも「どんどん」
が頻繁に共起する。このタイプの文は述語の出来事を機会ある毎に積極的に、行っていくことを
提案・要求するものである。例４１のように補助動詞「べきだ」を伴った文に「どんどん」が共起
した場合、述語の出来事を行う必要`性という話し手の当為判断が補強される。
（41）住まい方の実験など、新しい試みはどんどん始まっている。住民も行政も、多摩ニュー
タウンの先進性をどんどんＰＲしていくべきだ。（読売2007.2.6）
「どんどん」は、二.三人称主体に対して述語の行為を求める「～たい」やその主体に対する
願望を表す「～てほしい」と共起する。出来事を積極的に、機会ある毎に実現させて欲しいこと
を表し、話し手の願望・要求を補強する。
（42）そんな時は動物番組が－番。無条件で癒やされています。世界各国の動物番組をどんど
ん放送してもらいたいと思います。（読売2007.3.8）
(43）「オレについてこい」だけがリーダーではない。平山やフル代表組は、Ｕ－２２のチーム
メートに、自分たちの経験をどんどん注入してほしい。 （読売2007.3.1）
勧誘を表す「～よう」及び提案を表す表現と共起した場合、「どんどん」は二.三人称主体に対
する勧めに「積極的に」という意味を付加する。一方、依頼形の「～てください」と共起した場
合、「遠慮無く、何度でも」という意味を付加することによって依頼.勧めの意を補強する。
（44）個人株主もどんどん意思表示をしよう。（読売2007.6.14）
(45）無名だが演技力のある舞台俳優なんかをどんどん起用してみてはいかがでしょうか？
(読売2007.6.7）
－５９－
(46)教授が教室でそういう言葉を使ってくれると、我々もリラックスして親近感が増すから、
どんどんこれからも使ってください」と、逆に励まされた。（数学）
(47）「好きなだけどんどん召しあがって下さい」と老人は言った。（世界）
二．三人称に対する勧誘、依頼.勧めの用法の場合、出来事の成立回数の多さが勢いとして表
現される。「食べる」（例１）「召し上がる」（例47）もこの用法で用いられる。「食べる」という動
作を「一回食事をする」という意味と同様に捉えた場合、一つの個別の出来事になるが、「どんど
ん食べて下さい」ではこのようなマクロな捉え方ではなく、「一回食事をする」ことの構成要素で
ある「食べ物をロに運ぶ」というミクロな出来事が対象となっている。「どんどん」はそのミクロ
な出来事を行うことに対する勧めに「遠慮無く、積極的に、勢いよく」という意味を加えて勧め
を補強しているのである。
③多回性の描写
平叙文においては「どんどん」の共起により、述語の出来事が複数回勢いよく成立していくと
いう意味が実現する。意志性述語と共起する場合、次の例のように出来事が主体によって、幾度
も精力的に行われることが表現される。
（48）常さんは加藤を十年の知己のような笑顔で迎えた。炉に薪をどんどんとくべ、彼が生活
の糧のために獲った岩魚をおしげもなく加藤のために出してくれた。（孤高）
(49）「約130社あるグループ会社のうち、利益が資本コストを下回っている会社が数十社あ
る。成長`性が見込めなければ、どんどん再編していく。（読売2007.2.2）
(50）元々、どんどん振っていくタイプが、リラックスして打席に立っている。この日の本塁
打も初球を狙ってスタンドに運んだ。（読売2007.6.7）
同様に「どんどん」は非意志`性述語と共起し、成立の多回性を出来事描写的に表現する。
（51）歯ブラシは毎日使う生活必需品。中でも、最近は電動歯ブラシが人気だ。機能もどんど
ん多彩になっている。 （読売2007.3.19）
(52)傍らで見守る母、もも子さんは「当たり前のことができる喜びを一つずつ、かみしめて
いる。新しい順子にどんどん会える」と目を細めた。（読売2007.4.17）
(2)複数主語、または複数対象
「どんどん」が成立の多回`性を表す場合、文の主語、または対象語が複数で、出来事束を形成
している場合がある。
①複数主語
同種の出来事が複数の主語によって行われる際に、述語の出来事として複数の出来事から成る
出来事束が成立する。「どんどん｣はこの出来事束全体を限定しながら､個別の出来事が勢いよく、
次々と行われることを表す。
（53）練習着に着がえ終わった部員たちｶﾐ、どんどん外へ出てゆく。（中学）
(54)パトカーがけたたましくサイレンを鳴らしながら、一気にスピードを上げる。目の前の
車が、どんどんわきへ寄って、道をあけてくれる。（女社長）
(55）官僚の世界では優秀な人がどんどん辞め、 若い人材は弁護士や外資に流れて入ってこな
（読売2007.5.7）くなりつつある。
－６０－
②複数対象
文の補語として表現される対象が複数で、述語の出来事が一つ一つの対象に対して成立するこ
とを表す場合も、述語の出来事が複数の個別の出来事から成る出来事束を形成すると考えること
ができる。「どんどん」はこの場合も、成立が勢いよく、次々と行われていくことを表現すること
によって、成立回数の多さ及び対象の多数`性を表す。
職場のグローバル化を進める」－－創業から３４年間、オーナー
きた。（読売2007.2.10）
になると、不正コピーがどんどん出回る事態になりかねませ
(56） 外ヨ人もどんどん採用し、
経営者として先頭に立ってきた。
「無制限に複製できるようになると、(57）
ん。プロダクションやタレントにとって、出演番組のＤＶＤソフトも貴重な財産です。
（読売2007.2.20）
(58）小沢氏は「国の対応が決まらずにぐずぐずしている問にどんどん犠牲者が出ている」と
政府・与党の対応の遅れを批判した。 （毎日2007.82）
以上、「どんどん」の表す二つの意味・用法について考察してきた。二つの用法は複数主語、ま
たは複数対象を有する文を媒介して連続すると考えることができる。文の主語、または対象が複
数である場合、＜展開の勢い＞を表すのか、＜成立の多回`性＞を表すのか明確な境界線を引くの
が困難であるが、本稿では述語動詞の語彙的意味を基準にしながら分類した。
以上分析してきた二つの用法において「どんどん」の表す意味が望ましい場合も（例５９)、望
ましくない場合も（例60)、中立的な場合もある(例６１)。「望ましい.望ましくない」といった意
味は「どんどん」自体の語彙的意味に含まれたものではないと考えられるが、「どんどん」は、勢
いを増しながら進むある方向`性を持った展開を描写するので、「望ましい」方向、または「望まし
くない」方向へ向かった展開を表しやすい。＜成立の多回性＞の用法の一人称主体の意志・願望
を描写する場合、及び二．三人称主体に対する提案・要求を描写する場合は望ましい方向への意
志・願望表示、提案・要求となる。無論、ここでいう望ましい方向は、望ましくない状態の改善
も含んだものである。一方、中立的な描写は、例５３のような出来事描写性の高い平叙文の場合に
見られる。
（59）最近は、宮城県出身のいい役者がどんどん育っています。（読売2007.224）
(60）僕にはそれを何ひとつとして理解することができないし、読めば読むほど僕自身はどん
どん擦り減っていくような気がする。（世界）
(61）ぼくは塔屋の上で高木のやったようにコートの裾をはたき、
ている眼下の風景を眺めた。
どんど＆街の灯が増してき■－
(新宿）
Ⅲ出来事のく展開性＞
Ⅲ］「どんどん」のアスペクチュアルな意味
以上分析してきたように、「どんどん」は前述したく展開の勢い＞を述べる用法では、出来事、
または出来事束を－つの進行過程として捉えながら、その展開を、勢いを増しながら進むものと
して描写する。従って、この用法では出来事の内的時間と関わった描写がなされるのである。一
方、＜成立の多回性＞を表す用法では複数の出来事が次々と勢いよく成立していくことを描写す
る。「どんどん」はこの用法では、一つ一つの個別の出来事の内的時間に触れることはないが、個
別出来事の成立回数、その速度、時間量などをマクロな出来事のく勢い＞として表現する。
－６１
＜展開の勢い＞を表す用法では、開始し、終了限界に向かって進んでいる出来事を描写する。
従って、内部局面構造の中心局面の中間局面から最終局面に向かって展開中の出来事を描写する
と言える。
図１出来事の内部局面構造
（Binnick(1991,ｐｌ９６)より作成）
onset（開始） nucleus（中心） coda（結尾）
↑
inception
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final↑ ↑
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終了 完了
「どんどん」はく展開の勢い＞の用法において、内部局面構造の局面の中で最も展開↓性の高い
局面を描く。「どんどん｣においてはそのく展開性＞が進行の勢いとして描写される｡その勢いは、
上述したように、程度・度合い拡大、量的拡大、速度、頻度、時間量などの要素、あるいは複数
の要素の結合として、文の述語の語彙的意味との関わりの中で描かれる。
述語動詞の語彙的意味範蠕との関わりを次のようにまとめることができる。
表１語彙的意味範鴫別に見た「どんどん」の意味
、２「～ていく」との共起
なお、「どんどん」は補助動詞「～ていく」と頻繁に共起する。本論の分析対象としたデータで
見ると、＜展開の勢い＞を表す用例の39.73%、＜成立の多回性＞を表す用法の21.97%が「～てい
く」を伴っている。前述したように「～ていく」は、変化動詞「死ぬ」のように過程性を有さず、
瞬間的に終了限界に到達してしまう動詞に過程`性を持たせ、「どんどん｣との共起制限を解除させ
る役目がある。しかし、「死ぬ」の場合、「どんどん」との共起を許すためには、「～ていく」と共
起することのみならず、複数主語を表す文でなければならないという条件も満たさなければなら
ない。
無論、「～ていく」は「どんどん」と共起する際に、元々共起制限のない動詞を述語とした文
にもよく現れる。とりわけ、＜展開の勢い＞を表す用法において「～ていく」は展開過程の意味
合いを強める。一方、「どんどん」は出来事が繰り広げられていく仕方を描写する。更に、「どん
－６２－
変化動詞 程度、量、距離などの拡大
動作動詞 運動の反復量の拡大、方向』性を持った進行
い・な形容詞<・になる 状態変化の程度・度合い拡大
どん」はく成立の多回性＞の下位用法である、同一主語による同類の出来事の多回的な成立の用
法において「～ていく」と共起し、勢いよく、次々と成立していく複数の出来事を束ねながら、
一つの出来事束の勢いづいた時間的流れを描写する。
Ⅳ、副詞としての位置付け
西原(1991)では「どんどん」は動作の様態を表す副詞として位置づけられ、「どしどし」「てき
ぱき」「ちょこちょこ」「はきはき」と共に「活発さ」を表すものとされている(ｐ６５)。仁田(2002）
では､前述したように本稿におけるく成立の多回`性＞の用法を､動き様態の副詞の一種である「動
きの勢い・強さを表すもの」の中の「動きのエネルギーの総量としての回数』性」を表すものとし
て位置付けられている。また、本稿のく展開の勢い＞を表す用法は進展様態型副詞の中の変化の
漸次的進展`性を表すものとして位置付けられ、量`性を表すものとして扱われている。後者を時間
関係の副詞として位置付けながら、「変化のあり方という点において､様態の副詞でもある｡また、
変化の程度性の拡大という点において、程度量の副詞的でもある(p､241)」と指摘している。
本稿で考察してきたようにいずれの用法も時間的側面を有しており、時間副詞としての位置付
けも可能である。本稿でも、仁田(2002)と同様な立場を取り、＜展開の勢い＞を表す用法は程度
副詞的な側面及び様態副詞的な側面を、＜成立の多回`性＞を表す用法は程度副詞としての側面を
有していると考える。
「どんどん」は副詞語尾化した格助詞「と」を伴い、「どんどんと」いう形で現れることがあ
る4。「と」の現れにより、変化の段階性の意味合いが強まると同時に、「どのように？」という様
態副詞的側面も強調されると思われる。従って、「どんどんと」という形式は一人称主体の意志・
願望表現や二.三人称主体に対する提案・要求の用法においては現れない。＜成立の多回性＞用
法に現れる際に出来事描写』性、すなわち様態`性の高い、多回性の描写を表す文に限られると考え
られる。一方、次の例が示している通り、＜展開の勢い＞を表す用法を表す文には比較的現れや
すい。
（62）「そうすると、この記憶の新たなる生産はこれからもどんどんと続くわけですね？」
（世界）
(63）「それがものすごく足が達者な奴なんです｡ずっと下の方にけしつぶほどに見えたのが、
どんどんと追いついて来て、いま、この小屋の外で、コッフェルに湯をわかして飲んで
いるんです。どうしましょうか」 （孤高）
(64）息子さんもこれから趣味、嗜好がどんどんと変わっていくと思いますので、今の時点で
}ま編入学の話をしながら、様子を見ることで十分ではないでしょうか。
（読売2007.518）
Ｖ・終わりに
以上、「どんどん」の時間的側面に着目しながら、表現されるく勢い＞の性質について明らかに
し、「どんどん」の捉える内部局面構造の局面についても考察してみた。
「どんどん」と類義の副詞に「ますます」「次々と」などがある。前者は程度拡大の進行を表
す点において「どんどん」と共通する。一方、後者は多回性を表す点において「どんどん」と共
通性を持つ。しかし、「ますます」は「現在よりも程度・量が多くなっていく」という累加性の意
味を有するので、＜展開の勢い＞の用法で用いられる「どんどん」を無条件に「ますます」に言
－６３－
い換えられるわけでない。「次々と」の場合は、出来事描写`性が高く、意志動詞との共起は可能な
ものの、依頼形や勧誘・提案を表す形式とは共起不可能である。従って、「次々と」への入れ替え
が可能なのは、＜成立の多回性＞を表す用法の場合、出来事描写‘性の高いもののみである。＜展
開の勢い＞を表す用法の場合、主語や対象に複数性が認められれば、「次々と」との共起が可能に
なる。本稿では三副詞の意味領域の重なり合いなどについて比較検討はできなかった。今後の課
題としたい。
注
lいずれの場合も「次々と」または「ますます」への入れ換えが不可能である。「ますます」は｢ますますご活躍く
ださい」のように依頼形と共起し、累加性の依頼を表すことが可能であるが、反復的出来事の開始を表す「～よ
うになった」などを伴わなければ、一回切りの個別具体的な動作を表す動作動詞とは馴染まない。
状態動詞に対する共起制限は何らかの展開`性（変化性）が加われば、解除される。例えば、次の例の「できてい
る」は成立過程の量的拡大を表している。
改憲の訴えは一言もない「新しい憲法を議論していくための法律が初めてできた。美しい国づくりの礎はどんど
んできている」（読売2007.7.23）
２
なお､動詞否定とも原則的に共起しないが、「どんどん食べられなくなっていった」という例のように可能性の減
少過程を描く場合は共起可能になる。更に、形容詞否定「ない」とは「なくなる」（「時間がどんどんなくなる｣）
という形を取って共起する。
３後述する成立の回数`性の用法の場合、その限りではない。また、勢いを表す用法では同様な理由で「帰る」や到
達のみを表現する「着く.到着する」とも共起しない。
４共起率は1.64%に止まっている。
用例出典
（あすなる）：『あすなる物語』、（雨）：『黒い雨』、（美しき村）：『風立ちぬ。美しき村』、（王様）：『パニック・裸の王
様』、（女社長）：『女社長に乾杯！」、（風）：『風に吹かれて』、（錦繍）：『錦繍』、（草）：「草の花』、（国盗り）：『国盗り
物語』、（恋人）：『エディプスの恋人｣、（孤高）：『孤高の人｣、（さぶ）：『さぶ｣、（死者)：『死者の箸り・飼育』、（忍ぶ）：
『忍ぶ川』、（少女）：『聖少女』、（新橋）：「新橋烏森口青春篇』、（人民）：「人民は弱し官使は強し｣、（数学）：『若き数
学者のアメリカ』、（砂)：『砂の女』、（世界)：『世界の終りとハードボイルド・ワンダーランド』、（戦艦)：『戦艦武蔵』、
（沈黙）：『沈黙』、（妻）：『華岡青洲の妻｣、（点）：『点と線｣、（夏）：「一瞬の夏』、（悩み）：「小さき者へ.生れ出づる
悩み｣、（楡家）：『楡家の人びと』、（野菊）：『野菊の墓』、（花埋み）：「花埋み』、（冬）：『冬の旅』、（ブン）：『ブンとフ
ン』、（雪国）：『雪国』、（檸檬）：『檸檬』以上『新潮文庫100冊(CD-ROM版)』に収録されている作品、その他：（アッ
プル)：「誕生日のアップルパイ」文藝春秋、（中学）：『NHK中学生日記シナリオ集坂道の二人』近代文芸社、（読売）
読売新聞(2007年２月１日～2007年７月３１日）、部分的収集：（毎日）：毎日新聞
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AnAnalysisoftheDynamicityandlterationofEvents
ExpressedbytheJapaneseAdverbDomjbII
Abstract
Keywords:ＤＣ"伽",pxDgless,dynamicityiquantity;degree,speed,itemtion
ThisstudyrevealshowtheJapaneseadverM0"｡Ｄ〃expressesthemomentumofeventsit
modifies.、o"ｄｏ〃appeanngwithadverbialstatesexplessesthemagnificationofthedegleeorthe
quantityexplessedbytheadverbWhenappearingwithverbs,itcouldexpressthetwoofthefbllowing
meanlngs・
Ｌｄｙｎａｍicityofthedevelopment
２．momentumofthevigomusiteration
Dependingontheverbclass,dynamicitycouldtakevariousfOrms・Whenappearingwithverbs
denotingchangedD"伽〃couldexpresshowthedeglee,quantityorthedistanceexpressedbytheverb
magnifiesmpidly8Whenappeanngwithactionverbsdenotingactivities,。Ｄ"伽〃expressesthempid
iterationofthesub-events・Ｔｈｕｓｄ０"dmzexplessestheeventorthechangeofstateasadirectional
andmpidlyunfbldingone・Speed,hequencyandthescamityoftheamountoftimeconsumedcould
alsocontributetothemeaningofdynamicityBＤＣ"伽〃usedinthisfirstverbalusage，modifiesan
activitywhichisinitson-goingphaseofthephase-structuleoftheevent・
ＤＣ"伽〃whenappearinginasentence,expressingtheintentionorthedesireofafirst-person
sUbject,orinasentenceexpressingarequestorasuggestiontowardsasecondorathirdperson
subject,couldexpressthevigomusitemtionoftheevent､Thefirstpersonsubjectdeclareshisorher
intentiontovigorouslyrepeattheactionlnthelatercasethespeakerlequestsorsuggeststhesecond
orthethirdpersonsubjecttorepeattheactionvigorouslyThesameeventactualizestimeaftertime，
bringingfOrthaserialeventwhichploglessesdynamicallygatheringmomentum・Filrthermore，
｡D"伽〃appearinginsentenceshavingmultiplesubjectsormultipleobjects,couldexpressthatthe
sameeventlealizesfOreachsubjectorobject,thelebyMngingfOrthamacroeventconsistingof
numberofsub-events.Ｓinceeachofthesub-eventsactualizesoneaftertheothel;themacloeventis
expressedasaoneunfO1dingwithampidlyincreasingmomentum．
－６６－
